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川原：本日は、クラレグループの決算説明会にお越しいただきまして、誠にありがとうございま

す。それでは、2025 年度の決算説明を始めさせていただきます。 

25 年度の事業環境は、各国の貿易政策により先行きが見通しにくい状況が続きました。 

日本経済はインバウンドを含む内需に支えられ、緩やかに回復しました。米国経済は、AI 関連分

野は好調だったものの、その他分野は低調に推移しました。欧州経済は緩やかな拡大傾向ではあっ

たものの、低成長が継続しました。中国経済は不動産市況の低迷に加え、政府の景気刺激策に支え

られてきた個人消費が減速し、低成長となりました。 

そのような環境の中で当社グループの実績は、売上高は前年同期比 184 億円減の 8,084 億円、販

売数量の減少や在庫評価差額のマイナス影響などにより、営業利益は前年同期比で 262 億円減の

589 億円となりました。 

また、本日公表しております通り、イソプレンケミカル事業及びエラストマー事業の一部におい

て、256 億円の減損損失を計上いたしました。 

イソプレンセグメントでは、タイ拠点を活用した製品の拡販が進み、24 年から 25 年にかけて赤字

幅が縮小しております。 さらに、付加価値品の販売拡大や川下展開などの収益改善施策により高

収益化を進めておりますが、これらの取り組みは収益貢献に時間を要すると考えています。 加え

て、一部の製品で主要市場と位置付ける中国市場が、景気低迷長期化や市場競争激化により厳しい

状況となっています。これらを踏まえて将来キャッシュフローを見積った結果、帳簿価額を回収可

能価額まで減額することとしました。 

25 年 11 月 12 日に発表した 25 年度予想に対して、売上高と営業利益はおおむね想定通りとなり

ましたが、減損損失の影響などにより、当期純利益は、24 年度比 243 億円減の 75 億円となりま

した。 
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このスライドでは、営業利益の増減要因の全社まとめを、前年対比で示しております。 

「数量」は、欧州経済の停滞等による販売数量の下振れなどで、72 億円の減益となりました。 

「売値・構成」、「原燃料・為替」それぞれでの減益要因に加えて、「その他」に含める在庫評価

差額のマイナス影響や販管費の増加などで、114 億円の減益となりました。 

この結果、全体では 262 億円の減益となりました。 
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このスライドでは、中期経営計画「PASSION 2026 」で掲げた事業ポートフォリオの高度化につい

て、25 年度の実績と 26 年度の取り組み計画を示しています。 

25 年度は、メタクリル事業の生産能力最適化や、合弁の物流会社の岡山臨港や、保有不動産の宝

塚中山台ニュータウンなど、ノンコア事業の譲渡を進めました。また、基盤事業として位置づけら

れる光学用ポバールフィルム生産設備の能力増強を決定しました。 

一方で、ポリエステル事業の再構築や、アクリル系ブロック共重合体〈クラリティ〉 及び 銅張積

層板〈ベクスターFCCL〉の生産終了を決定しました。中国メタクリル樹脂シートの生産子会社や

スタンパ事業の譲渡も決定するなど、撤退・縮小・最適化の取り組みを加速させました。 

26 年度は、〈エバール〉のシンガポール新プラントの建設工事を着実に遂行してまいります。ジ

ェネスタ事業や歯科材料事業においては、グローバルでの拡大を図るとともに、欧米で需要拡大が

見込まれる再生活性炭は、生産能力増強に向けた意思決定を行いたいと考えております。 
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このスライドでは、同じく「PASSION 2026」で掲げる 3 つの挑戦の進捗について示しています。 

黄色の「機会としてのサステナビリティ」に関連しては、25 年度は、35 年までの GHG 排出量削

減目標の新たな設定や、米国でのバーチャルな電力購入契約の締結などを進めました。26 年度

は、SBT 認証取得のほか、ポスト「PASSION 2026」に向けた取り組みとして、GHG 排出削減に

資する技術開発課題の設定や、クラレ PSA システムと社内炭素価格を組み合わせた新しい価値指

標の構築などを進めてまいります。 

青色の「ネットワーキングから始めるイノベーション」に関しては、25 年度は、無機化学による

表面加工技術を有する米国ネルンボ社を買収しました。また、当社は再生医療分野において、細胞

培養向けに PVA マイクロキャリア〈スキャポバ〉を開発し、24 年度から販売を開始しておりま

す。この領域における取り組みをより一層推進すべく、再生医療の産業化・社会実装に向けたパー

トナー企業との共創などを進めました。26 年度は、これらの取り組みを加速し、新規事業創出に

繋げたいと考えております。 

赤色の「人と組織のトランスフォーメーション」では、25 年度は、コーポレート部門のグローバ

ルな組織体制や業務プロセス変革の推進、及び事業成長に資するグローバルな人事機能の構築を目

的としたプロジェクトを開始しました。グローバルに拡大したクラレグループの事業活動を支え、

更なる発展に寄与すべく、26 年度から、コーポレート部門の組織体制・業務プロセスを見直し、

数年をかけて移行を図ります。 
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このスライドでは、26 年度の業績予想を示しています。 

26 年度の経済環境は、貿易政策に関する不確実性や地政学的緊張、中国経済の低成長継続などを

背景に、不透明な状況が続くと想定されます。 

これらを踏まえた上で、26 年度は、売上高は 416 億円増の 8,500 億円、営業利益は 111 億円増の

700 億円、当期純利益は 325 億円増の 400 億円をそれぞれ見込んでいます。 

事業ポートフォリオの高度化には引き続き取り組んでまいりますが、縮小・撤退などに伴う大きな

損失の計上については、25 年度で一段落したと考えています。 

設備投資の決定ベースは、再生活性炭の生産能力増強投資など、750 億円を見込んでいます。設備

投資の受入ベースは 1,190 億円、減価償却費は 850 億円、研究開発費は 270 億円となる見込みで

す。 

 



 
 

 

6 
 

 

このスライドでは、26 年度の営業利益予想について、25 年度実績対比の増減要因を示していま

す。 

26 年度は、主に成長事業が牽引する販売数量の増加などにより、「数量」が 158 億円の増益とな

る見込みです。 

「その他」は、生産調整を行ったことによる在庫評価差額のマイナス影響や、販管費の増加などに

より、115 億円の減益を見込んでいます。 

これらを合計し、全体では 111 億円の増益を見込んでいます。 
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このスライドでは、26 年度の営業利益予想について、昨年 2 月に公表した「PASSION2026」最終

年度の見通し比の増減要因を示しています。 

「数量」によるマイナス影響が最も大きく、290 億円の減益となる見込みです。 欧州経済の停滞

による販売数量下振れ、米国関税政策により欧州市場に流入したアジア競合メーカー品との競争激

化、在庫調整のための減産の影響などを見込んでいます。 

「売値・構成」は、高機能中間膜事業の一部や、イソプレンケミカル事業及びエラストマー事業の

一部において競争環境が激化しており、100 億円の減益となる見込みです。「原燃料・為替」は、

ナフサ価格が下落したことによるプラス影響などで、80 億円の増益となる見込みです。「その

他」は、在庫評価差額のマイナス影響などにより 90 億円の減益となる見込みです。 

この結果、全体では 400 億円の減益を見込んでいます。 

セグメント別では、参考資料として 23 ページ目に示しておりますとおり、ビニルアセートセグメ

ントで 260 億円の減益、活性炭事業を含む機能材料セグメントで 105 億円の減益を見込んでいま

す。 

活性炭事業は、足元では米国関税政策により、産業用途がマイナス影響を受けていますが、米国飲

料水用途の需要は拡大しており、PFAS 除去用途を中心とした中長期の成長ストーリーに変化は無

いと考えています。当社は世界最大の活性炭メーカーとして、拡大する需要の確実な取り込みを図

ってまいります。 



 
 

 

8 
 

 

このスライドでは、中期経営計画「PASSION 2026」で掲げた財務 KPI の、25 年度の実績と 26 年

度の予想を示しています。 

利益の減少や減損損失を計上した影響などで、ROIC は 5.1％、EBITDA は 1,436 億円、ROE は

1.0％という結果になりました。 

26 年度は、ROIC は 6％、EBITDA は 1,550 億円、ROE は 5％を見込んでいます。  
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当社は、株主の皆様に対する利益配分を経営の重要課題と位置付け、「親会社株主に帰属する当期

純利益に対する総還元性向 50%以上、1 株当たり配当金の維持・増額、自己株式取得の継続的実施

を目指す」を株主還元方針としています。 

この方針のもと、25 年度の 1 株当たりの年間配当金は 54 円となる予定です。また、昨年は、300

億円の自己株式の取得を行いました。25 年度の総還元性向は、減損損失で当期純利益が減少した

影響から、628.1％となる予定です。 

当社は、2026 年６月 24 日に創立 100 周年を迎えます。これまで当社を支えてくださった株主・

関係者の皆さまに、心より御礼申し上げます。100 周年を迎えることを記念し、年間 10 円の記念

配当を実施予定です。これを加えた年間配当金は 64 円となる予定です。 

更に、本年度は 100 億円、又は 800 万株を上限とした自己株式の取得を決定しました。今回取得

する自己株式についてはその全株の消却を予定しており、消却株数及び消却時期については、決ま

り次第改めてお知らせいたします。 

今後とも、これまでの方針に基づき、株主還元を充実させて参ります。 

以上で私からの説明を終わります。 
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藤原：決算の詳細について、私から説明を申し上げます。 

このスライドでは、各セグメントの売上高及び営業利益の実績を、前期との比較で示しています。

イソプレンで赤字縮小、繊維が増益となりましたが、ビニルアセテート、機能材料が減益となりま

した。  
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ここからはセグメント別に事業の状況を説明いたします。 

最初はビニルアセテートセグメントです。当セグメントは、前年対比で減収・減益となりました。

各事業の販売の状況は、右側に記載のコメントをご覧ください。 

営業利益は、前年同期比で 251 億円減少しました。「数量」は、欧州経済の停滞等により販売数

量が伸びず、98 億円の減益となりました。「原燃料・為替」は、原燃料価格の上昇などで、56 億

円の減益となりました。「その他」は、在庫評価差額によるマイナス影響などで、47 億円の減益

となりました。 

以上の結果、セグメント全体では 251 億円の減益となりました。 
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イソプレンセグメントは、前年対比で増収・赤字幅の縮小となりました。各事業の販売の状況は、

記載のコメントをご覧ください。  

「数量」は、タイ拠点の稼働安定及びこの拠点を活用した拡販により販売数量が増え、19 億円の

増益となりました。セグメント全体の営業利益は 46 億円の赤字幅の縮小となりましたが、冒頭社

長から説明しましたとおり、当セグメントにおいて減損損失を計上しております。減損損失額は、

イソプレンケミカル事業において 150 億円、エラストマー事業の一部において 106 億円、合計で

256 億円となります。 
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機能材料セグメントは、前年同期比で減収・減益となりました。各事業の販売の状況は、右側のコ

メントのとおりです。 

「その他」は、活性炭事業において、米国寒波や生産トラブルによるマイナス影響などがありまし

た。メディカルでは、拡販に向けたマーケティング強化による経費の増加があり、15 億円の減益

となりました。セグメント全体では 21 億円の減益となりました。 
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繊維セグメントは、前年同期比で減収・増益となりました。 

「売値・構成」は、ビニロン製品の値上げや、液晶ポリマー繊維〈ベクトラン〉の拡販による販売

構成の改善などで、6 億円の増益となりました。一方で、在庫評価差額のマイナス影響などによ

り、「その他」は 9 億円の減益となりました。 

セグメント全体の営業利益は 14 億円の増益となりました。 
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ふたたび、全社まとめの実績についてご説明します。このスライドは、25 年度のキャッシュフロ

ー及び主要な指標についてです。 

営業キャッシュフローは前期比 397 億円減少し、986 億円となりました。投資キャッシュフローは

マイナス 981 億円、フリーキャッシュフローは 5 億円となりました。 
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このスライドでは、貸借対照表の資産の部を昨年末と比較しております。 

流動資産は 131 億円の増加となりました。これは、棚卸資産が増えた影響などによるものです。

固定資産は設備投資などにより増加した一方、イソプレンセグメントにおける減損の影響などで、

9 億円の減少となりました。 
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このスライドでは、貸借対照表の負債・純資産の部を示しております。 

負債は、借入金やコマーシャル・ペーパーが増加し、389 億円の増加となりました。純資産は、円

安で為替換算調整勘定が増加した一方で、配当金支払いや 300 億円の自己株式の取得を進めたこ

となどにより、266 億円の減少となりました。 

この結果、自己資本比率は 2.2 ポイント減少し、57.0%となりました。 
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このスライドでは、各セグメントの 26 年度の売上高及び営業利益の予想を、25 年度実績との比較

で示しています。主要なセグメントは、増収・増益を予想しています。  
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このスライドでは、26 年度の営業利益予想の増減要因をセグメント別に示しています。 

ビニルアセテートセグメントは、「数量」増で 87 億円の増益を見込んでいます。 

一方、「その他」は、第 4 四半期に生産調整を行ったことによる在庫評価差額へのマイナス影響な

どで、85 億円の減益を予想しており、セグメント全体では 5 億円の増益に留まると見込んでいま

す。 

イソプレンセグメントは、「その他」が、減損損失を計上したことによる減価償却費へのプラス影

響などがあり、36 億円の増益を見込んでいます。 
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機能材料セグメントは、活性炭事業やメディカル事業における販売数量の増加等で、「数量」が

37 億円の増益を見込んでいます。 

「売値・構成」は、昨年公表したヤシ殻価格の高騰に伴う、活性炭関連製品の値上げ効果や、販売

構成の改善などで、32 億円の増益を見込んでいます。 

繊維セグメントは、「売値・構成」が昨年公表したビニロン製品の価格改定によるプラス影響や、

販売構成の改善などで、13 億円の増益を見込んでいます。 

23 ページ目以降は詳細な計数情報となりますので、参考までにご覧ください。 

なお、今回から開示内容を一部拡充しており、補足説明をさせていただきます。ページ飛びまし

て、30 ページ目をご覧ください。 
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近年皆様から、当社の業績に対して、一過性要因や在庫評価差額などにより、事業の実態が把握し

づらいといった声をいただいておりました。これを受けまして、こちらのスライドに示しておりま

す通り、定修費用、操業休止関連費用、在庫評価差額の概算を、セグメントごとに開示することに

しました。 

定修費用は、セグメントごとに主要なものを合算して開示しております。操業休止関連は、例えば

昨年の米国寒波による工場停止などを対象としております。在庫評価差額は、他の項目と同様、半

期ごとの影響額をお示しすることにしました。 

このページでは 25 年度の実績額を、次のページでは 26 年度の見込み額を開示しております。 
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今後とも、皆様とのコミュニケーションを通じて、更なる開示の拡充に努めてまいりたいと考えて

います。 

以上で説明を終わらせていただきます。ありがとうございました。 


